
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＲ東日本労働組合 

発行者 情報宣伝部 

2025年６月 28日 №909 

東北新幹線が約５時間半 

運転を見合わせたトラブルについて 
６月 25日、新幹線統括本部に申し入れを提出！ 

 

６月 17日(火)11時 24分ごろ、東北新幹線・宇都宮～那須塩原駅間を走行中のＥ８

系回送列車において車両故障が発生し、東京～仙台駅間が５時間以上にわたり運転を

見合わせる事象が発生しました。また、同じ日に E８系の別の３編成でも車両故障（東北

新幹線・小山駅停車中、郡山駅停車中、山形新幹線・福島～笹木野駅間走行中）が発生

しています。 

E８系は原因が特定できるまで単独運転を取りやめており、山形新幹線は通常の８割

程度での運行本数になっているなど、現在も影響が続いています。 

ＪＲ東日本の新幹線で発生している 

度重なる事象の影響は運輸事業だけにとどまらず 

当社の経営の根幹を揺るがしかねません！ 

私たち東日本ユニオンは新幹線統括本部に対して、原因や対策を速やかに講じて、

再発を防止することなどを求めて、６月25日、幹申第２号「６月17日に発生した東北

新幹線『宇都宮～那須塩原駅間 車両故障』に関する申し入れ」を提出しました。 

 

＜申し入れ項目＞ 

●６月 17日に発生した東北新幹線の車両故障の原因と対策を明らかにすること 

●当日のお客さまへの影響及び6月17日以降の輸送障害の影響を明らかにすること 

お客さまと社員からの「信用・信頼」を取り戻すために 

東日本ユニオンは会社と協議していきます！ 

お客さまからの信用・信頼を取り戻そう！ 


